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講師 気象庁長官 橋田 俊彦 氏 
 

 

【講師プロフィール】 

高知県四万十市出身。昭和５１年３月に高知追手前高等学校卒業後、

神戸大学理学部、同大学院理学研究科、東京大学大学院理学系研究科で

学び、博士号取得。 

昭和６２年に気象庁入庁後、主に地震・津波や火山活動に関する監視、

情報の改善・高度化と体制強化に携わる。平成１０年以降は、気象庁の

組織や業務運営に関する企画・管理に携わり、気象・地球環境・国際等

の幅広い分野を経験。近年は、九州地域を管轄する福岡管区、また本庁

の地震火山部長、予報部長として地震火山、気象による災害対応などの

指揮をとった。平成２８年４月に気象庁長官に就任し、平成２８年熊本

地震では、地震の情報提供等による災害対応を行った。 

 

【主な著書等】 

・地震・火山分野で多数の学術論文など（1981～1999 年） 

・教職員のための防災事典（文部省体育局監修、1998 年）の執筆分担など 

 

 

 

 

日   時： 平成２８年９月３日（土）９：１０～１１：００ 

場   所： 高知県立高知追手前高等学校芸術ホール 

問い合わせ： 高知県立高知追手前高等学校（担当：山田） TEL 088-873-6141 

演題 

変動する地球とこれからの私たち 

～極端化する気象や切迫する大地震への対応～ 


